
金沢子ども
読書推進プラン



子供の読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造性を
豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で、欠くこ
とのできないものです。
金沢市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」の制定を受け、

2004 年３月に「金沢子ども読書推進プラン 21」を策定し、５年ごとに
計画の見直しを行い、子どもの読書活動を推進するための取り組みを進め
てきました。
第四次計画にあたる「金沢子ども読書推進プラン 2019」の計画期間中

には新型コロナウイルス感染症が拡大し、子供たちへの読書推進の活動が
十分にできない状況となりました。一方で社会のデジタル化が急速に進み、
読書活動についても電子書籍の貸出や読み聞かせ動画の配信といった新た
な取り組みが行われました。また、小・中学校では１人１台学習用端末が
整備され、子供たちにとってインターネットはより身近なものとなり、様々
な情報へのアクセスが容易になりました。読書に親しみ多様なものの見方
や考え方を知り、想像力を養うことは、インターネット等で得る多くの情
報から必要な情報を収集・分析し、課題を解決し、意思決定する能力を身
につけるうえでの土台となります。
金沢市ではこのような社会の変化を踏まえ、新たに「金沢子ども読書推
進プラン 2024」を策定しました。本プランに基づき、家庭・学校等・地域・
行政・企業等が連携し、子供たちが心豊かに健やかに成長するように読書
活動推進に取り組んでまいりますので、一層のご理解とご協力をお願い申
し上げます。
最後に、本プランの策定にあたり、ご尽力いただきました金沢市子ども

読書活動推進会議委員の方々をはじめ、貴重なご意見をお寄せいただいた
市民の皆様やご協力いただきました関係者の方々に厚く御礼申し上げます。

2024 年３月

 金沢市教育委員会
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計画の目的

子供の読書の重要性に鑑み、国は2001年12月「子どもの読書活動の推進に関する法律」
を制定し、2002 年８月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を策定して、
施策の方向性を示しました。
金沢市においては、2001 年 12 月に「子どもの幸せと健やかな成長を図るための社会
の役割に関する条例」を制定し、2003 年３月には「金沢子どもを育む行動計画」を策定
しました。
「金沢子ども読書推進プラン」は、これらの法律、条例の精神を受け、読書活動を通じ
て子供が心豊かに健やかに成長することを願い 2004 年３月に策定されたものであり、家
庭、学校等、地域、行政、企業等の各主体が取り組む読書活動推進に関する方向性や行動
内容を示すことを目的としています。
このプランの実践を通じて、すべての子供たちに読書習慣が形成され、自ら進んで読書
活動を行う主体性を身に付けた子供を育てることを目指します。

計画の位置づけ

○本計画は、「子どもの幸せと健やかな成長を図るための社会の役割に関する条例」の具
現化を図る「金沢子どもを育む行動計画 2023」や「金沢市教育行政大綱」「金沢市学
校教育振興基本計画」「金沢市生涯学習振興基本計画」に基づき策定された金沢市の子
供の読書推進計画です。
○本計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」及び第五次「子どもの読書活動の
推進に関する基本的な計画」に基づき策定された金沢市の子供の読書推進計画です。

金沢市

金沢子ども読書推進プラン 2024

子どもの幸せと健やかな
成長を図るための社会の
役割に関する条例
（金沢子ども条例）

金沢子どもを育む
行動計画 2023

金沢市教育行政大綱

金沢市学校教育
振興基本計画

金沢市生涯学習
振興基本計画

子どもの読書活動の
推進に関する法律

第五次「子どもの読書活動の
推進に関する基本的な計画」

国

計画策定の趣旨
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計画策定の視点

○子供の発達段階や生活の実態を踏まえること
○保護者や教職員、保育士、図書館員等の責任と役割を示すこと
○計画を推進するうえで指針となる具体性を持つこと
○着実に成果をあげることをめざしながら、大きな課題に対しては長期的な展望に立つこと

2004 年３月に策定した「金沢子ども読書推進プラン 21」は 2008 年度で計画期間を
終了しましたが、2009 年３月に第二次計画、2014 年３月に第三次計画、2019 年３月
に第四次計画を策定し、子供の読書活動推進に取り組んできました。

○ 2022 年４月に玉川こども図書館を再整備して開館した。旧玉川こども図書館と比較し
て収蔵可能冊数が増加し、木製遊具を備えた遊び場「木のひろば」を新たに整備した。
また、毎日のおはなし会や、多様な体験型イベントの開催により本と出会う機会を創出
し、子供や保護者が読書に取り組むきっかけとなった。

○図書館は、３か月児健康診査会場で、親子に絵本の読み聞かせと絵本をプレゼントする
「はじめまして絵本事業」をほぼすべての親子に対して実施し、多くの保護者が絵本を
介して子供とのふれあいを体験した。また、同時に図書館のイベントを紹介することで、
乳幼児期からの図書館利用と読書習慣の形成を促すことができた。

○幼稚園・保育所 ( 園 )・認定こども園・児童館・放課後児童クラブ等では、絵本・児童
書コーナーの資料整備や子供たちが本を手に取りやすくするための配置と展示の工夫が
行われるなど、読書環境の充実が図られた。また、教職員や地域の子ども文庫等ボラン
ティアによる子供への本の読み聞かせやおはなし会の取り組みが、より一層、定着した。

○ 2011 年度から市立小中学校の学校図書館に学校司書が配置され、週２日～３日の割合
で担当校に配置されている。週５日専任の学校司書が、2021 年度は６校、2023 年度
には17校の小学校に配置された。学校司書全体の資質・能力向上のための研修やサポー
ト訪問を実施し、学校図書館の読書環境が充実した。また、貸出冊数の目標設定や、学
校図書館を活用した授業の推進等により、児童生徒の読書活動を推進した。

○全市立小中学校の学校図書館の蔵書冊数は、2022 年度末で小学校が約 65万冊、中学
校が約 34万冊となり、国の標準冊数に対して充足率 110％を達成した。

第四次計画までの主な成果
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2023 年度をもって第四次計画の期間が終了します。引き続き、家庭、学校等、地域、
行政等が連携協力し、子供の読書活動を推進していくために、新たに「金沢子ども読書推
進プラン 2024（第五次）」を策定しました。第五次計画ではこれまでの取り組み内容や
成果を踏まえた上で、第四次計画の目標を継承し、子供を取り巻く社会環境の新たな変化
に即した行動計画を示します。

計画の目標

１　大人の意識啓発

すべての大人が子供の読書に関心と理解を深め、家庭、地域、学校等社会全体で子供と
本を結びつけることが大人の責任と役割であることを認識すること

２　子どもへの働きかけ

子供の発達段階に応じた読書へのいざないと子供の読書習慣の形成に努めること

３　環境整備

子供の発達段階やさまざまな生活場面や状況に応じ、子供の求める本や適切な本に出会
える機会や環境整備に努めること

４　人材育成

子供の読書活動を支える人材を育てること

５　連携協力

子供の読書に関わる人たちが連携・協力しあって、子供の読書活動をすすめること  

６　国際理解

子供たちが本を通して知り得た数多くの知識や情報を基に、世界へと視野を広げること
ができるように促すこと

第五次計画の基本的な考え方
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第五次計画の方向性と視点

第四次計画が 2019 年３月に策定されて以降、小・中学校ではGIGAスクール構想に
よる１人１台学習用端末の整備、学校図書館・市立図書館での電子書籍の貸出開始等、子
供たちを取り巻く環境のデジタル化が進展しました。また、2023 年３月には国が第五次
「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を策定しました。「金沢子ども読書推進
プラン 2024（第五次）」では、これらの子供を取り巻く社会環境の新たな変化も踏まえ、
さらなる子供の読書活動の推進に取り組んでまいります。

方向性
① 不読率の改善
○大人に読書の楽しさを伝える
○子供に本の読み方と読書の楽しさを伝える
○乳幼児期から発達段階に応じた切れ目ない読書活動を推進する
○各団体の連携・協力により子供の読書環境を整備する

② 特別な配慮を必要とする子供たちの読書機会の確保

③ デジタル社会に対応した読書環境の整備

④ 子供の視点に立った読書活動の推進
金沢市独自の視点
①「めざすべき金沢の子ども像」の実現

② 家庭教育指針「家庭で子どもを育むための８つのすすめ」の実践

③「地域学校協働活動」における子供読書活動の推進

④ 持続可能な社会（SDGs）の実現に向けた読書活動を通じた取り組みの推進

計画期間

2024 年度から 2028 年度までの５年間
　　　　（情勢の変化等により、必要に応じて見直すものとします）

対象年齢

０歳～ 15歳（ただし、16歳～ 18歳にも配慮する）
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◆取り組みについて
・ 児童館、放課後児童クラブ、子ども文庫、小・中学校、幼稚園等、保育所（園）等、
ＰＴＡ・育友会、図書館、行政の取り組みは、各行動主体が取りまとめた行動計画です。
・ 家庭、読書関係団体・グループ、企業等の取り組みは、それぞれの状況に応じて取り
組むことが望ましい行動指針です。
・◎は第五次計画からの新しい取り組みです。

１ 家　庭

役割
家庭は、子供が家族の愛情を受けながら健やかに養育されるべき場所で、子供にとって
生活の基盤である。子供が読書習慣を形成する上で、最も関わりが深いのは家庭であり、
保護者からの積極的かつ継続的な働きかけが重要であるといえる。
そのため保護者は、幼いときから子供の読書に対する興味や関心を引き出すよう働きか
け、本の楽しさを共有し、読書が日常の生活の中に位置づけられるよう配慮していくこと
が望ましい。
またそれと同時に、保護者自身が読書活動の意義を認識し、日頃から読書に親しむことも
重要である。身近な大人が本に親しむ姿は、子供が読書に興味を持つきっかけとなり得るも
のであり、その後の自主的な読書や生涯にわたる読書習慣の形成に繋がることが期待される。

現状・課題
金沢市では、３か月児健康診査会場で、健診に来た親子に絵本と絵本を親子で一緒に読
む体験をプレゼントする「はじめまして絵本事業」を 2010 年 10 月から現在まで実施し
ている。この機会を通して、保護者は絵本を介した子供との心のふれあいを感じ、乳幼児
期から読み聞かせをするきっかけとなっている。
しかし、子供たちの成長に伴い習い事や塾に通い始めるなど、家庭での読書時間の確保
が難しくなってきている。一方、タブレットやスマートフォン等のデジタル機器でのスク
リーンタイムは増加し、子供たちを取り巻く環境のデジタル化が進んでいることが伺える。
読書についても、金沢市の学校図書館や市立図書館では電子書籍の貸出を開始するなど、
紙ではなくデジタル機器も読書の一つの方法となっている。
家庭において、子供の読書習慣を形成するためには、子供の成長や状況に応じて、その子
供に適した読書環境を整えるとともに、親子で読書を楽しむ時間確保に努める必要がある。

現状・課題と第五次計画における取り組み



6

行動指針
大人の意識啓発
○家庭教育に関する指針「家庭で子どもを育むための８つのすすめ」を保護者自身が意
識し、親子で読書を通じ、子供とともに積極的に学ぶ機会を増やすように努める。
○保護者自身が読書をするよう心がける。
○図書館や子ども文庫等で実施する講演会や研修会、おはなし会等に積極的に参加する。
○幼稚園や保育所（園）、認定こども園、学校、図書館等が提供している子供の読書に
関する情報を積極的に収集する。

子どもへの働きかけ
○子供が本を通じて、知識を深めるとともに、すすんで学ぶ姿勢を意識するように努める。
○子供の発達段階に応じて、本の読み聞かせや一緒に本を読むなどの活動を継続的に行
い、家族で本の楽しさを共有し、親子のコミュニケーションを深めるとともに親子の
絆を育むように努める。
○子供と一緒に図書館や書店に出向き、多様な本と出会うきっかけを与えると共に、本
の魅力を伝え、子供の読書習慣の形成に努める。

環境整備
○子供の発達段階や状況に応じて、紙の本だけでなく電子書籍での読書も考慮しながら、
家庭で本が身近にある環境を整える。

２ 学校等

（１）小・中学校

役割
校長のリーダーシップの下、学校図書館の適切な運営や利活用など学校図書館の充実に

向けた取り組みを推進する。特に、学習指導要領等を踏まえ、学校図書館の機能を計画的
に利活用し、児童生徒の主体的・意欲的な学習活動や読書活動を充実することが重要である。
また、GIGAスクール構想が着実に進展している中、電子書籍の利用、情報活用能力

の育成、ICTを活用した情報発信など、デジタル社会に対応した読書活動の推進を図る
ことが求められている。

現状・課題
①学校全体で取り組む学校図書館利活用
［現状］
・学校図書館長である校長のリーダーシップの下、司書教諭が中心となって学校司書と
連携・協力し、それぞれの立場から学校図書館教育の推進を図っている。
・授業のねらいに沿った学校図書館の活用を推進するため、職員会議や校内研修会、学
年会、教科部会等で、授業での学校図書館の活用等について情報交換を行ったり、学
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校図書館サポート訪問の機会等を通じて、学校図書館を活用した授業への理解を深め
たりしている。
・多くの学校で朝学習などを利用し、一斉読書の時間を確保している。読書週間や読書
の日などを設定し、取り組む学校も見られる。

［課題］
・授業のねらいに沿った学校図書館の活用をさらに推進するとともに、各学校の児童生
徒の読書活動の状況を踏まえた学校図書館教育の推進を図る必要がある。

②学校図書館の授業での活用
［現状］
・すべての小・中学校において、各教科等で学校図書館及び学校司書を活用した授業実
践が行われている。（2022 年度は小学校 19.4 回 / 月、中学校 4.2 回 / 月）

［課題］
・情報活用能力を育成するため、今後も積極的に図書館における学び方のスキル習得の
授業を推進する必要がある。
・１人１台学習用端末での調べ学習と図書資料での調べ学習、それぞれの利点を踏まえ、
目的に応じた活用を行う必要がある。
・幅広い教科等で学校図書館を活用した授業を実施するため、今後も学校図書館利用年
間計画等の活用を呼びかけていく必要がある。

③読書活動の推進
［現状］
・学校司書等による読み聞かせや推薦図書コーナーの設置による図書紹介、年度内に一
定量の読書を推奨するなどの目標設定等を行っている。
・学校図書館の一人あたりの図書貸出冊数は、小学校では 100 冊以上、中学校では 15
冊以上を保っている。（2022 年度は小学校 108.0 冊、中学校 16.2 冊）
・2023 年度現在、1,100 名を超える学校図書ボランティアが活動し、児童生徒への読
み聞かせ、掲示づくり、本の修理、本の整理等を担っている。

［課題］
・引き続き小中で一貫した取り組みを行い、中学校進学後も継続して読書する児童生徒
を増やしていく必要がある。
・児童生徒が、より多く文章に親しむ機会となるよう、積極的に電子書籍を活用してい
くことが必要である。

④環境の整備
［現状］
・各学校の現状に応じて、書架や図書の配置改善を行い、授業で活用しやすい図書館整
備を進めており、全ての小・中学校において、学校図書標準の達成率 110％を維持
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している。
［課題］
・全ての小・中学校において学校図書館図書標準の達成率 110％を維持しながら、古
い図書の更新を計画的に進め、授業での利用を促進し、児童生徒の読書意欲を喚起す
ることが必要である。

⑤特別支援教育における学校図書館の利活用
［現状］
・「金沢市特別支援教育指針（第二次）」に基づき、校内支援体制を構築し、特別な教育
的支援を必要とする児童生徒一人ひとりの教育的支援の充実を図っている。授業にお
いては、個々の児童生徒に応じた指導を行うため、それぞれの児童生徒の特性の把握、
「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成、教材・教具や指導法等の工夫を行っ
ている。その中で、学校図書館資料を有効に活用することを心がけている。

［課題］
・引き続き担当者が、適切な図書を選択する情報や知識を身につけ、指導に生きる資料
を整備していくことが必要である。

取組目標
大人の意識啓発
○保護者へ向け、学校図書館の活用状況について情報発信するとともに、家庭での読書
習慣の定着を促す。

子どもへの働きかけ
○授業のねらいや児童生徒の実態に応じて、学校司書と協力し、学校図書館を活用した
授業を実施する。
○児童生徒の読書習慣の確立のために、電子書籍を含め、さまざまな図書に触れる機会
を確保し、読書量の増加を図るとともに、個別の対応を行い読書への関心の高まりを
促す。また、発達段階に応じた図書を紹介して読書の質を高める。
○特別な教育的支援を必要とする児童生徒の読書活動を促す。
○図書委員会活動等、児童生徒が主体的に行動して読書活動を推進する機会を設ける。
◎中学校区で一貫した取り組みを行ったり、学校種間の移行段階における働きかけを工
夫したりして、中学校進学後も読書習慣が継続するようにする。

環境整備
○夏季休業中を含め、学校図書館の開館時間を拡大したり、学級貸出を行ったりするな
ど、読書環境に配慮し、児童生徒を幅広い読書へと導く。
○文部科学省策定による学校図書館図書標準を維持し、多種類の幅広い資料を児童生徒
に提供するとともに、必要な分野においては新しい図書への更新を進める。
○学校図書館のリニューアルを進め、児童生徒が使いやすいよう、本棚のレイアウトや
本の配架方法を工夫し、授業での活用促進を図る。

現状・課題と第五次計画における取り組み
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○特別支援学級担任や特別支援教育コーディネーターを中心に、児童生徒の発達段階に
応じた選書や読書環境を工夫する。
○司書教諭と学校司書が中心となって、授業で活用する図書、その他有用な図書やその
情報を収集し、児童生徒や教職員に広める。

人材育成
○学校図書館全体計画、利用年間計画、読書指導方針を策定し、それに沿った学校図書
館運営を行うため、年度当初に教職員で共通理解を図る。
○学校図書館の運営、授業での活用、読書の意義について、教職員で共通理解を図り、
司書教諭を中心とする協力体制をつくる。

連携協力
○司書教諭、学校司書、学校図書ボランティアの連携を深める。
○ＰＴＡと連携して、読書推進の啓発に努める。
○他校の学校図書館や金沢市図書館と連携し、図書館資料の相互利用の促進、普及を図る。

国際理解
○図書館資料を用いて、英語や社会、道徳、総合的な学習の時間等で国際理解を深める。

（２）幼稚園等

役割
幼児期の子供たちは、遊びを基盤にしながら現実と空想の世界を行き来して、心身を発
達させている。しかし、現在のデジタル社会では動画配信など、幼児期から大量の情報に
触れる機会が増加し、文字や絵という限られた内容から、物事を想像する機会が減ってい
る。幼児期から自ら想像し、思考を深めていく力をつけていく基盤として絵本、紙芝居、
視聴覚教材に親しむことの役割は大きい。絵本は各々の想像に委ねられる余白がある教材
であるからこそ、子供たちが自ら考え遊びに変化したり、遊びから絵本の世界に興味関心
を広げたりしていくのであり、そのような環境づくりを常に考えることが幼稚園等の役割
である。
また、幼稚園等は子供の発達を保護者とともに願い、時に保護者に伴走しながら見守る
役割を担う。そのため、読書推進活動においては、絵本との出会いを大切にし、絵本の魅
力等の情報を保護者に伝え、家庭での読書の大切さを啓発する。

現状・課題
幼稚園等内では、幼児が絵本を手に取りやすいように、分類したり、年齢別に整えたり
することに加え、在園児が興味のあることとの関連を意識するなどして、幼児が主体的に
絵本に触れる経験を積み重ねられるように実践を行っている。また、園内の図書コーナー
を保護者と連携して運営し、図書の貸出を行っている園もある。このような読書推進の取
り組みが、一部だけでなく、全体で行われるように、裾野を広げていくことが課題である。
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取組目標
大人の意識啓発
○保護者に絵本への関心を深めてもらうために、園だよりや園行事で親子で絵本に触れ
ることの良さを伝えるようにする。
○園の絵本の貸出等を行い、親子で絵本を読む機会を増やすようにする。
子どもへの働きかけ
○指導計画を見直し、遊びの中から広がる絵本環境を考え、幼児の見たい、触ってみた
いという気持ちを大切にする。
○子供たちが想像力を豊かにし、遊びが展開できるように導き、自発的な読書へとつな
げる。

環境整備
○遊びの中から絵本に親しみ、また、絵本から遊びにつながるような空間を作り、絵本
の世界に興味関心を広げる。

人材育成
○絵本や読み聞かせ等に関する情報交換会や研修会に参加し、園内で伝達を行い、資質
向上に努める。

連携協力
○図書館等から、新刊絵本や人気絵本などの情報を収集し活用する。
○地域・保護者のボランティアなど園外の人たちによる読み聞かせの会を実施する。
国際理解
◎国際理解とは異文化との出会い、互いの違いを認め合うことが重要であることを鑑み、
外国語の絵本やUD（ユニバーサルデザイン）絵本の積極的配置を進める。

（３）保育所（園）等

役割
乳幼児期に子供たちは初めて絵本に出会い、生活や遊びなどのあらゆる場面で興味関心
を広げるきっかけとなる。身近な大人が語りかけるように読み聞かせることで、人とのか
かわりの心地よさを感じ、豊かな心が育まれる。やさしい声、美しい言葉や絵を十分に味
わい、大人や友だちと一緒に心を通わせながら、絵本や物語、紙芝居などに親しみ、豊か
な表現力や想像力を膨らませていく経験をする。
保育所（園）等は、在所（園）児や保護者、地域の親子に絵本の読み聞かせの様子を伝
えたり機会をつくったりする中で、絵本の素晴らしさを伝え、親子のふれあい体験を大切
にする。

現状・課題
子供の発達段階を理解し、絵本を選び、興味関心を引き出せるように日々の読み聞かせ
をしている。大人の優しいまなざしや温もり、心のこもった語りかけの時間を大切に積み

現状・課題と第五次計画における取り組み
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重ねていくために、子供の多様な興味や関心に応じているか、子供が絵本を見たいと思え
るような落ち着いた環境になっているか、今後も継続的に見直す。また、家庭での読み聞
かせの充実を図るために、子供たちが気に入っている絵本やおすすめ絵本に関する情報を
発信する。どんな場面で子供たちがどのように感じているか、子供の心がどのように変化
し育っているかなど、わかりやすく伝え、大人も興味を持てるような働きかけをする。

取組目標
大人の意識啓発
○参観日や園便り、張り紙、ホームページ等を利用して保護者に絵本の魅力や読み聞か
せの大切さを伝える。また、保育所（園）等で子供が絵本に触れている時の様子を写
真やエピソードなどで具体的に知らせ、親子で読み聞かせを楽しんだり、絵本につい
ての知識を深めたりするきっかけづくりをする。
○在所（園）児対象に絵本を貸し出し、家庭での読み聞かせの意欲を喚起する。また、
地域の親子に、絵本の魅力や情報を提供し、意識啓発を図る。

子どもへの働きかけ
○乳児期は、ひざの上に抱いて、静かに絵本を開き、読み聞かせする。好きな絵本は繰
り返し読み聞かせ、満足感を大切にし、絵本の楽しさの定着を推進する。
○絵本や物語などに親しみ、興味を持って聞き、想像する楽しさを味わうことで、遊び
が広がるようにする。また、自発的な読書活動につなげる。

環境整備
○子供が落ち着いた空間でじっくりと絵本を見ることができる環境作りを行う。
○季節や生活場面、年齢や発達、子供の多様な興味や関心に応じて、保育室の絵本の入
れ替えをし、適切な絵本に出会えるようカリキュラムを整える。
○絵本の世界をさまざまな遊びで表現できるよう、道具や用具、素材を用意し、子供と
共に環境を構成していく。

人材育成
○絵本関係の研修に参加し、知識、読み聞かせの技能の向上に努める。
連携協力
○各種団体と連携して子供の読書活動を推進するため、情報を交換する。
◎図書館に出かけ、たくさんの絵本の中から興味のあるものを見つけたりおはなし会に
参加したりして、図書館、絵本などを身近に感じられるようにする。

（４）ＰＴＡ・育友会

役割
ＰＴＡ・育友会は在学中の保護者と教職員で構成されており、互いに連携してより良い
教育環境の整備に努めている。また、学校と家庭、学校と地域を結ぶ中核的存在としての
役割を担っている。ＰＴＡ協議会として、GIGAスクール構想による ICTを活用した新
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しい学びについて理解を深め、「デジタル・シティズンシップ」を基礎とした家庭でのデ
ジタル機器の使い方を親子で考える活動の実施を目標の一つに掲げている。デジタル機器
の活用に伴い読書離れも懸念される中、読書推進については、大人への読書推進の意識高
揚、家庭における子供の読書時間の確保、学校や地域と連携し各所で実施される読書に関
する事業の情報提供、参加推進を行う。また、各学校の司書教諭・学校司書・図書ボラン
ティアと連携し、子供の読書活動をさらに推進するための環境づくりに協力する。

現状・課題
以前は、おすすめ本リスト「読んでみまっし」の制作、配布を通して、読書推進に努め
てきたが、各学校に司書教諭・学校司書の配置が進んだことで、全体としての促進活動は
行っていない。各学校でおすすめ本の紹介や季節ごとの図書館の装飾などを行っているが、
学校司書の専任の有無、図書ボランティアの協力の割合などにより、各学校での活動にば
らつきがあるのが現状である。今後は、各学校での保護者による図書ボランティアの取り
組みを共有できる機会を設けたり、司書教諭・学校司書・図書ボランティア向けのアンケー
トなどを必要に応じて行うことで、より効果的な活動ができるよう支えていく。また、デ
ジタル機器を活用した取り組みを行っていきたいが、子供たち以上に保護者の学ぶ場が少
ない。今後は、デジタル機器との付き合い方について研修の機会を設け、その際に改めて
読書の魅力についても伝えていく。

取組目標
大人の意識啓発
○大人の読書に対する意識高揚を図るために、研修会や研究大会、広報誌を通じて、家
庭における子供の読書時間を確保するように呼びかけ、読書に関する情報提供、情報
メディアの問題に関する啓発を推進する。
○「親の学び場」（旧「家庭教育学級」）で読書に関した内容を学ぶ機会をつくるように
働きかける。
◎アンケートを実施するなどし、その結果をもとに必要とされているサポートを実施する。
◎各学校での読書に関する取り組み内容を共有できる機会を設けることで活動の参考と
し、各学校での活動の充実を図る。

子どもへの働きかけ
◎おすすめ本リスト「読んでみまっし」に代わる形で、小・中学校の新一年生を対象と
した読書推進の取り組みを行う。

連携協力
◎専門知識を持つ司書教諭、学校司書の配置が進んでいるので、ＰＴＡとしては各学校
での活動へのサポート体制を整える。また、各所で実施される他団体による読書に関
する事業の情報を保護者に提供し、参加を呼びかける。

現状・課題と第五次計画における取り組み
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３ 地　域

（１）児童館

役割
児童館は、０～ 18歳までの子供が関わる居場所として、健全な遊びの中で本を読む喜
びを育み、読書活動を身近なものとしていく。そこから生まれる言語を深め、思考力、想
像力、知的能力、社会性を高め、思いやりと豊かな心を育むとともに生きる力を身につけ
るように読書を推進する。更に、子供に関わる保護者、地域の大人のコミュニティーとし
て読書推進活動の情報発信に努めていく。

現状・課題
33 の児童館すべてに図書コーナー、図書室が設置されている。放課後児童クラブとの
併設館もあるため、多目的スペースとして使用されていることが多いのが現状である。し
かし、定期的に読み聞かせや読書週間を設けるなどして、子供の読書活動を継続している。
また厚生員が図書に関する研修に参加したり、情報交換会を設けたりすることで他館の取
り組みや課題を共有し、自館の読書活動に生かすことができた。未就学児親子には、厚生
員が積極的に読み聞かせをし保護者へ重要性を伝え、興味を持てるよう工夫するなど図書
室利用を促している。また、地域で読書活動を進めている人と連携し協力を得、定期的な
読み聞かせ活動を継続している。今後もこの取り組みが全ての児童館で奨められていくこ
とを周知していく。

取組目標
大人の意識啓発
○子供を取り巻く大人が読書活動に理解と関心を深めていくよう、子育て講座等で読書
活動の意義や大切さについて啓発していく。
○児童館だよりの中に、図書のコーナーを設け、より多くの人に図書に関心を持っても
らえるよう働きかける。
○館内の掲示板等を活用し図書の情報発信を行い、貸出につなげ、家庭での読み聞かせ
の重要性を伝える。

子どもへの働きかけ
○子供が楽しみながら本に親しむ機会となるように、幼児向け小学生向けにおはなし会
を継続していく。
○児童厚生員は子供と一緒に読書や読み聞かせを行い、考えを深め、本を楽しめるよう
に働きかけ、読書習慣の形成につなげる。
○子供たちとともに図書の内容について話し合う時間を設ける。アニマシオン（※）を
実施し、読書の楽しみを広める。
○定期的に子供たちが図書の整理や修理等を行うよう促し、本を大切に扱うことや図書
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室の利用の仕方など話し合いの機会を設ける。
○図書を購入する時は、子供のリクエストを取り入れ、子供が主体的に本に関心を持て
るようにする。

※アニマシオン… グループ参加型の読書指導法の一種。読んだ本に因んだクイズ等のレ
クリエーションを行う。

環境整備
○一人ひとりの子供が関心を持ち、いつでも自主的に読書活動ができるように分類分け
やコーナー作りを充実させる。
○幼児向け絵本は移動式の本棚を使用するなど、発達段階に応じて本棚の配置を考えて
読みやすい読書環境を整える。
○保護者向け図書コーナーの充実を図り、大人にも図書に関心を持ってもらう。
人材育成
○児童厚生員は、絵本や物語に親しむための活動が積極的に行えるよう、読み聞かせや
読書指導の研修会、講演会に参加する。
○児童厚生員会において積極的に研修会、情報交換を主催する。
連携協力
○地域の読書ボランティアに働きかけて児童館でのおはなし会などを協力して行う。み
らい子育てネットとも連携し、読み聞かせについて情報交換を行う。
○地域の団体等と連携し、読書を通じた交流を深める。
国際理解
○世界各国の民話を聞いたり、外国の文化や生活に関心を高められる図書を取り入れた
りして、国際理解に興味関心を高められる機会を設ける。

（２）放課後児童クラブ

役割
放課後児童クラブは、日中保護者が家庭にいない小学生に適切な遊びや集団生活の場を提

供し、子供の健全な育成に努めている。放課後児童クラブでは子供同士や放課後児童支援員
と読書を通じた交流を深め、読書活動を身近なものとする環境を整えることが大切である。

現状・課題
放課後児童クラブ内に図書コーナーを設けており、読書時間の確保に努め、クラブ活動
時間内に読書できるよう環境を整えている。
放課後児童クラブが所有する本の種類・冊数は各クラブによって異なり、古い本が多い
ため、子供にとって魅力ある本が不足している。
放課後児童支援員は、子供の読書活動の推進に意欲的に取り組もうとしているが、図書
や読書についての基本的な情報が不足している。

現状・課題と第五次計画における取り組み
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取組目標
大人の意識啓発
○保護者へのお便り等を通じて、子供の読書活動の大切さを伝える。
子どもへの働きかけ
○放課後児童支援員やボランティアによる読み聞かせ等、子供が本に親しみを持つため
の活動を行う。
○子供同士が一緒に本を読み、読書の楽しみを共有することを大切にする。
○各放課後児童クラブが、夏休み等に図書館に出向き図書館の活用方法を学ぶ。
○金沢市放課後児童クラブ協議会は、各放課後児童クラブに対して読書活動の推進を呼
びかけ、放課後児童クラブの読書活動に対する現状を把握しながら、市内の放課後児
童クラブが定期的に絵本の読み聞かせを実施することを目指す。
◎児童館の図書室、図書コーナーの活用を推進し、子供の読書習慣の向上を図る。
環境整備
○保護者の理解を得て図書購入費の確保に努め、金沢市図書館の団体貸出制度やリサイ
クル図書を活用し、子供のそばに魅力ある本がある環境をつくり、貸出も可能にする。

人材育成
◎市立図書館のたより等を放課後児童クラブに周知し、読書意識の醸成を図る。

（３）子ども文庫

役割
「すべての子どもたちに読書のよろこびを」をモットーに、個人や数人のグループが、
家庭や集会所において地域の子供や大人を対象に、本の貸出、おはなし会、読書会等を行っ
ている。近年は、地域の読書ボランティア、特に学校図書館におけるボランティアの学び
の場、その活動のネットワークの拠点ともなっている。さらには、未就園児親子の育児支
援的な役割も求められるようになってきている。

現状・課題
石川子ども文庫連絡会に所属する市内の子ども文庫の数は、2007 年度の 29文庫をピー
クとして、2018 年度は 17文庫、2023 年度も 17文庫と横ばい状態だが、文庫に通う子
供の数は年々減少している。追い打ちをかけたのが、新型コロナウイルス感染症の拡大で
ある。しかし、文庫主宰者および世話人は、子供の読書に関する知識や経験を活かし、図
書館や幼稚園・保育所（園）・認定こども園・小学校・中学校等における活動、さらに、
未就園児親子のために行政が実施する読書普及活動及び育児支援活動へ協力し、さまざま
な関係機関と連携して活動している。また、地域の読書ボランティアへの学習協力を継続
して果たしている。現状として、子供たちが最も利用しているのは学校図書館なので、今
後も学校との連携協力を深め、子供たちへの読書推進を支援していく。
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取組目標
大人の意識啓発
○文庫に通う保護者、読書ボランティアに対して、読書の楽しさや大切さを伝えること
を継続していく。
○石川子ども文庫連絡会は、子供と本に関心を持つ会員外の参加者にも、「子供と本」
について学ぶ場を提供していくことにより、子供に読書のよろこびを伝えていく活動
の裾野を広げていく。

子どもへの働きかけ
○各文庫の状況に応じて、本の貸出やおはなし会を行う。
○学校、幼稚園、保育所（園）、認定こども園等、地域の諸施設において、出前おはな
し会など、子供が読書に親しむさまざまな機会に協力する。今後もさらに、学校図書
館との協力体制を強化していく。

環境整備
○子供たちの読書環境を整えるため、各文庫では一人ひとりの子供が関心を持つ本を手
渡せるよう、蔵書の充実を図るよう努力する。また、家庭をはじめ子供の身近な所に
本を整えることの大切さを発信する。

人材育成
○各文庫が地域に求められている状況に応じて、読書推進活動をしている人たちに、知
識や経験を伝える等の支援活動を継続する。
○石川子ども文庫連絡会の活動を通じて、文庫間の協力をはかり、また、子供と読書に
関心を持つ会員外への参加を呼びかけ、学びの場を広く提供していき、会員の増大を
図る。

連携協力
○各文庫は、地域にある幼稚園、保育所（園）、認定こども園、児童館、放課後児童ク
ラブの活動を知り、連携協力して子供の読書に関する相互理解を深め、ともに推進し
ていくよう努める。
○金沢市図書館が連携の拠点として機能するように、事業に協力する。
○毎年、各子ども文庫の所在地や活動内容を記載したリーフレットを作成し、市内のみ
ならず県内全域に配布し、子供の本に関心を持つ人たちのネットワーク網を強化する。

現状・課題と第五次計画における取り組み



17

（４）読書関係団体・グループ

役割
読書関係団体・グループによる情報発信や啓発活動等は、子供の読書活動の裾野を広げ
るとともに、本やおはなし会を通して地域の文化を継承していくなど、地域での子供の読
書活動を支え、推進する大きな力となっている。

現状・課題
市内には多くの団体・グループが存在し、各団体はその目的に従い、子供への読書普及
活動や子供の本に関する多種多様な活動を展開している。活動への理解者の拡張、および
後継者の育成により、ますますの発展が期待される。
主な活動内容は次のとおりである。
①児童文学の創作・普及活動
②創作童話等の募集
③童話集・民話集等の出版
④児童文学講座ほか各種講座の開催
⑤子供の読書等に関する研究会の開催
⑥関連施設への講師派遣
⑦おはなし会の実施
⑧読書感想文コンクールの開催
⑨書評の発表
⑩演劇・人形劇ほか関連イベントの開催

行動指針
大人の意識啓発
○各団体・グループの活動を市民に広報することにより、参加者および会員の増大を図る。
子どもへの働きかけ
○子供に郷土の文化を伝える活動や郷土に親しみを持つ気持ちを育む活動を行う。
環境整備
○自主的な運営により、多種多様な活動を行い、子供の読書環境の整備に寄与する。
人材育成
○各団体は研修会等を実施して活動の内容を深める。
連携協力
○金沢市図書館等の関連情報収集や各行動主体の取り組みに協力する。
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４ 行　政

行政（市）は、教育・福祉をはじめとする各局の連携を図りながら、子供の読書活動推
進に積極的に取り組むとともに、家庭・学校等・地域・企業等の子供の読書活動推進に関
する取り組みを促し支援する。

（１）金沢市図書館

役割
金沢市図書館は、子供たちの感性、想像力、生きる力の基盤となる読解力や言語力の充
実を目指し、読書活動推進のため次の３つの役割を全館で連携して果たしていく。
１．たくさんの子供が本に親しむことのできる図書館
２．親子が楽しく、学んだり活動することができる図書館
３．子供の読書活動に携わる人たちのネットワークの拠点としての図書館

現状・課題
①読書環境の整備・充実
2022年度に玉川こども図書館を再整備して開館し、木材を使った遊具と絵本を備えた遊

び場「木のひろば」を設け、乳幼児期から親子でふれあいながら絵本を読める環境を整備
した。また、各市立図書館で子供たちの幅広い興味関心に合わせて資料を充実させてきた。
今後は、障害がある子供等、特別な配慮が必要な子供たちに対応した資料の整備や、読
書や本に興味のない子供にも本を手に取ってもらえるよう、わかりやすいサインや魅力あ
る展示をして、より居心地のよい読書空間づくりをしていく。

②子供の発達段階に応じた読書活動の推進
「はじめまして絵本事業」の実施や、おはなし会、小学生等向けの体験型行事を開催す
ることで、乳幼児期から図書館に親しみ、本と出会うきっかけを創出してきた。また、玉
川図書館・泉野図書館・金沢海みらい図書館ではヤングアダルトコーナーを整備するなど、
各世代の子供たちの読書習慣形成に努めてきた。
今後も切れ目なく各発達段階に応じた取り組みを充実させていくとともに、子供が主体
となった事業等を通して、子供の視点を大切にしながら、読書活動を推進していく。

③学校図書館及び諸団体との連携協力
金沢市図書館では学校への図書搬送や学校司書研修に講師を派遣する等、学校図書館と
の連携に努めてきた。また、招待事業では小・中学校だけでなく放課後児童クラブや幼稚
園、保育所（園）、認定こども園等を図書館に招待し館内案内・利用指導することで、図
書館を知るきっかけとなっている。

現状・課題と第五次計画における取り組み



19

小中学生にとって身近な場である学校図書館とは、学校司書や司書教諭と情報交換する
場を設けるなど、より一層の連携協力が今後も必要である。また、子供に関わる団体への
団体貸出等の図書館サービスをより周知していくことで、諸団体の子供の読書活動を支援
していく。

④子供の読書活動に携わる人たちのネットワーク拠点
すべての子供が読書に親しみ、読書の楽しさを知るためには、家庭・学校等・地域・行
政等の子供を取り巻く社会全体で、読書推進に取り組むことが重要である。金沢市図書館
は、子供の読書活動に携わる人たちをコーディネートし、子供の読書に関する情報と人を
つないでいくとともに、新たな人材の育成や資料を充実させるなど、子供の読書活動に携
わる人たちのネットワーク拠点としての役割を果たしていく。

取組目標
大人の意識啓発
○絵本や児童文学に関する講師を招き、講演会やワークショップ等を開催して、市民が
読書や児童書に対する興味関心を高める機会を創出する。
○３か月児健康診査会場で絵本の読み聞かせ等を実施し、乳幼児期から絵本を介して親
子の心がふれあう子育てを支援する。この取り組みを、金沢市図書館、福祉健康セン
ター、市民団体と協働で実施することで地域社会の家庭読書への理解関心を高める。
○「親と子の読書ダイアリー」を活用し、親子のコミュニケーションを深めるとともに、
家庭での読書習慣づくりを支援し、親子の読書活動の普及拡大を図る。
○おすすめ本の紹介等、子供の読書に関する情報を ICT等を活用して発信する。
◎親子参加型のイベントを開催し、乳幼児期からの読書習慣形成と図書館利用を促す。
子どもへの働きかけ
○おはなし会やイベント、館内展示等で、子供たちがさまざまな本と出会う機会を設け、
ICT等を活用して、年代ごとに適した良書を紹介する。
○豊かな感性を育み、知識を広げる体験型行事を展開して、子供がさまざまな体験を通
じ読書活動につながるよう働きかけ、生涯学習施設である図書館の利活用に導く。
○金沢の歴史や伝統文化、偉人の事績等を知り、地元の文化に親しむ機会をつくる。
○子供が主体となった事業や、子供が読書を通じて得た感想や発見を発表する機会をつ
くり、また、幅広い年齢層が楽しんで読書活動をできるよう支援する。

環境整備
○親子や子供が利用しやすく、居心地よい読書空間づくりを行う。
○良書・名作を選択して豊富に整備するとともに、子供の発達段階に対応する本、子供
の多岐にわたる興味関心に沿う本を広く整備する。
○郷土の文化を知り親しむことができるように、郷土資料を積極的に整備する。
○障害のある子供や日本語を母語としない子供に対応した資料と環境を整備する。
○学校司書、司書教諭、学校図書ボランティア、幼稚園教諭、保育士、子ども文庫スタッフ、



20

ボランティア等子供の読書活動に携わる大人の活動や研修に役立つ資料を整備する。
○ヤングアダルトコーナーを整備する。
○図書館に来館することができない子供のために自動車文庫、遠隔地小学校への巡回、
かなざわ BookBank 事業（※）等による公民館・児童館・放課後児童クラブ等地域
の施設への支援、団体貸出を行う。
◎子供たちの意見聴取に努め、図書館サービス改善の参考とする。
◎ SDGs の取り組み推進のために関連資料を整備する。

※かなざわBookBank 事業… 図書館から地区公民館図書室等へリユース本等を提供す
ることにより、読書活動を推進する。

人材育成
○学校指導課、教育プラザと連携して、学校司書や司書教諭等の研修支援や情報提供、
意見交換等を実施し、相互交流を図る。
○幼稚園教諭、保育士、児童館、放課後児童クラブ、ボランティア等、子供の読書活動
に携わる大人を対象に研修会や情報提供を行う。
○金沢市図書館の児童サービス担当者を対象に、児童サービスに関する研修や情報交換
を行う場を設け、金沢市図書館の児童サービス全般の向上を図る。

連携協力
○玉川こども図書館を児童サービスの拠点とし、金沢市図書館全館で子供の読書推進に
関わる取り組みを連携して実施する。
○学校における読書推進活動や教科学習への活用のための図書を整備充実させ、学校へ
の貸出図書搬送事業と、レファレンスサービス等の学校図書館支援を充実させる。
○学校、幼稚園、保育所（園）、認定こども園、児童館、放課後児童クラブ等と連携し
て図書館への招待事業を実施して、公共図書館の利用指導と図書館利用のきっかけづ
くりを行う。
○金沢市ＰＴＡ協議会等と連携して、家庭における読書環境の整備や読書習慣定着のた
めの取り組みを行う。
○子供の読書活動の推進に賛同する企業等と連携を進めるとともに、さまざまな機会を
通じて、次世代を担う健やかな子供を育てる読書の重要性を伝える。
○教育委員会各課、子供の成長に関わる関係課をはじめ、市役所各課、小・中学校、各
種団体、ボランティア、石川中央都市圏市町等と連携して、子供の読書活動推進の中
核として機能する。
○子供の読書活動を推進する拠点として、情報の収集と提供を行うとともに、各行動主
体の連携を円滑にするための活動を行う。
○専門機関と連携して、障害のある子供等に対応した図書館サービスの実施や読書支援
のための情報提供を行う。

現状・課題と第五次計画における取り組み
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国際理解
○子供たちの国際的な視野を広げるために、世界各国の絵本の展示を行うとともに、ネ
イティブスピーカーや留学生等との連携により、世界の諸言語と出会う体験を設ける。
○子供たちが図書等を通じて世界各国の文化や生活への関心を高め、国際理解を深めら
れる図書を整備する。

（２）生涯学習課

役割
子供の読書への関心を高め、さらに「読み」、「理解し」、「活用する」能力を高めていく
ために、家庭・地域教育推進事業を通じて、家庭、地域、学校の読書活動を支援していく。

現状・課題
「親の学び場」（旧「家庭教育学級」）の読み聞かせ等の取り組みについては、今後も引
き続き読み聞かせに取り組むよう、研修会等の場で働きかける必要がある。
家庭教育指針の浸透や実践が、親子での読書習慣など家庭の教育力向上につながること
から、家庭教育指針の啓発を続けていく必要がある。
生涯学習情報誌については、子供向けを中心に図書館行事等について積極的に取り上げ
てきた。今後は、Webにて、図書館で開催されるイベントについても、積極的に掲載する。
人材バンクについては、読み聞かせや紙芝居等の講座が可能な講師を登録し続けており、

今後も継続していく。
地域学校協働活動事業については、学校図書ボランティア活動の実施校は 2019 年度の
35 校区から 52 校区まで増加した。今後もより多くの校区で取り組んでもらえるよう働
きかける必要がある。

取組目標
大人の意識啓発
○家庭教育に関する指針「家庭で子どもを育むための８つのすすめ」の実践に向け、家
庭版「親の学び場」等で読み聞かせや朗読等、読書に関連した活動を実施する。
○子供と大人のための生涯学習情報発信として、Web版「みまっ誌」に図書館等で実
施する子供の読書に関する事業を積極的に掲載し、市民に情報を提供する。

連携協力
○かなざわ生涯学習サイト「まなびの広場」人材バンクに、子供の読書推進に関する団
体・サークルの情報を登録し、情報提供する。
○地域学校協働活動事業において、学校図書ボランティアによる読み聞かせ等、読書推
進につながる活動を実施する。



22

（３）学校指導課・学校職員課

役割
第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」の着実な実施に向けて、学校
が学校図書館の機能を十分に利活用できるよう支援し、学校図書館の充実に向けた施策を
推進する。

現状・課題
［現状］
・学校司書を、全ての小・中学校に配置し、2021 年度からは、小学校において学校司
書の専任配置を進めている。2023 年度の配置は、週５日（小学校 17校）、週３日（小
学校 19校、中学校 10校）、週２日（小学校 18校、中学校 14校）となっている。
・学校図書館総括及び学校図書館アドバイザーが全ての小・中学校に訪問し、適切な指
導・助言ができた。また主任学校司書を設け、新任の学校司書への助言を行っている。
・2022 年度の学校図書館の貸出冊数は、年間一人あたり小学校 108.0 冊、中学校
16.2 冊と、小学校は順調に伸びており、中学校もコロナ禍前の状況に戻っている。
・2022年度末の学校図書館図書標準達成率は、小学校130.9％、中学校119.3％であった。

［課題］
・児童生徒の多様な興味関心に応えるため、全ての小・中学校で学校図書館図書標準達
成率 110％を維持しながら、蔵書の適切な廃棄・計画的な図書の更新を行う必要が
ある。
・引き続き授業での学校図書館活用等、学校図書館の活用・充実を図るため、学校訪問
で指導・助言をするとともに、司書教諭と学校司書が同時に参加する研修の場を増や
し、両者の連携をさらに図る必要がある。
・情報活用センターとしての機能が発揮できるよう、図書資料だけでなく１人１台学習
用端末の活用も合わせ、目的に応じた調べ学習等が行われるよう、研修や環境整備を
充実させる。

取組目標
環境整備
○全ての小中学校の学校図書館図書標準達成率 110％を維持しながら、蔵書の適切な
廃棄・計画的な図書の更新を行うよう促し、読書の質の向上を図る。
◎電子書籍の活用を促し、児童生徒の読書活動を推進する。
◎学校図書館における新聞配備（小学校２紙、中学校３紙）及び電子版の新聞について、
授業での活用を促すとともに、児童生徒が興味をもてるような環境等の工夫を行う。

人材育成
○学校司書の適正な配置を行い、授業での活用事例などについて研修での周知や ICT
を活用して共有を行い、学校司書の資質・能力の向上を図る。

現状・課題と第五次計画における取り組み
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○学校図書館総括等による授業参観と、管理職、司書教諭、学校司書との懇談を行い、
現場の状況を把握するとともに、授業でのより良い活用について理解を深められるよ
うにする。
○研修会や連絡会等で、学校図書館の積極的な活用について指導・助言を行う。
○学校図書ボランティアの活動に関する理解を深め、学校との連携を強化するために研
修会を実施する。

連携協力
○金沢市図書館と学校図書館の連携を促進する。

（４）教育プラザ

役割
教育と福祉の連携による子供たちの育ちを一貫してサポートする拠点として、地域教育、
子育て、研修などさまざまな機能を兼ね備えた教育プラザでは、活動や交流のための場所
の提供やそれぞれの機能を活かした事業展開を通して、子供の読書活動推進を支援する。

現状・課題
子供たちの育成に関わる諸団体に対し、貸室という形で活動の場を無償で提供している。
また、子育てに関する情報交換の場として子育て広場を設置している。小・中学校の教職
員、幼稚園教諭、保育士等が自主的に行う学習の場として、ティーチャーサポートセンター
を設置している。
また、講師を招いて、絵本教室を開催している。

取組目標
大人の意識啓発
○子育て広場で開催している「育児相談会」の親子ふれあいタイムの中で、親子に対し
て絵本の紹介と読み聞かせを実施する。
○専門家を招き、絵本を通じたコミュニケーション方法を学ぶ教室を開催する。
環境整備
○ティーチャーサポートセンターの図書を充実させ、それぞれの目的にそった資料環境
を整備する。

人材育成
○司書教諭及び図書館担当教諭向けの研修内容をさらに充実させる。
○教職員研修において、教科指導の中で学校図書館を活用する方法や読書指導の意義等
について啓発を行う。
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（５）子育て支援課

役割
子供・子育て支援の一環として、絵本とふれあう機会を提供する。

現状・課題
絵本交換クーポンは交付以降、交換件数が増加している。
近年、求められている子育て情報は多種多様となっており、引き続き、子供の読書に関
する情報を発信していくことが必要である。

取組目標
大人の意識啓発
○子供の読書活動を行っている機関の紹介を子育て情報として市民に提供して、読み聞
かせ等を通じた親子のコミュニケーションの重要性を伝える。

環境整備
○金沢駅こどもらんど等の親子が集う場において、読書環境を維持していく。
○「すまいるクーポン 絵本交換券」により、金沢市図書館が推薦する図書リストの中
から１冊と交換する。

人材育成
○地域子育てサロンを実施している活動団体に対し、「読み聞かせ」など子育てに関す
る指導者研修を開催する。

連携協力
○金沢市図書館に、子育て支援事業等に関する情報を提供し、拠点としての機能を支援
する。

（６）福祉健康センター

役割
子供の健やかな成長を促す視点から、乳幼児健診や子育てに関する相談・教室などを実
施している。第四次計画に引き続き健診やこども広場、各種教室等に来所する乳幼児の保
護者に対し読書活動の普及・啓発を行う。

現状・課題
こども広場等において、読み聞かせボランティアや保育士などが読み聞かせ等を実施し、
家庭での読み聞かせを推奨している。また、こども広場の絵本コーナー等では、絵本を自
由に読めるように配置しており、さらに、乳幼児健診においても絵本の紹介や読み聞かせ
を推奨し、会場にはさまざまな絵本を準備している。保護者への読書活動の推進を図るた
め、今後もより一層、保護者に乳幼児期からの読書の大切さについて、意識啓発を行って
いく必要がある。

現状・課題と第五次計画における取り組み
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取組目標
大人の意識啓発
○乳幼児健診等において、図書館利用や絵本の読み聞かせを推奨し、乳幼児期からの読
書に対する関心を高める。また、赤ちゃん訪問時等で「すまいるクーポン 絵本交換券」
について説明し、さらに、アプリなどを活用し、積極的に乳幼児期からの読書の大切
さ、楽しさを情報発信することで、親子の絆を育む。
○金沢市図書館と連携して、３か月児健康診査会場で絵本の読み聞かせ等を実施し、絵
本を介して赤ちゃんと保護者が心ふれあう楽しいひとときを体験し、親子の絆を育む
きっかけづくりを行う。

子どもへの働きかけ
○絵本コーナーの雰囲気づくりや飾り付けを子供の興味をひくように定期的に改善を図る。
環境整備
○汚れたり破損した絵本を随時新しく更新する。
○こども広場等での絵本の読み聞かせでは、子供が安全に移動し、静かな環境で親子が
本にふれあうことができるよう、環境づくりに努める。

連携協力
○金沢市図書館や地域のボランティアと連携して、こども広場の絵本コーナー等での読
み聞かせ活動を行う。

（７）青少年健全育成センター

役割
「こども金沢市史」の発行など、青少年健全育成事業を通じて、子供の歴史文化学習を
推進する。

現状・課題
2020 年３月に「こども金沢市史」を改訂し、最新のトピックも踏まえた内容が盛り込
まれた。ジュニアかなざわ検定を受けるため、「こども金沢市史」を通して金沢の歴史や
文化などを学ぶ一助となっている。また、「こども金沢市史」に関連した見学・体験プロ
グラムを組み入れた「金沢ふるさと体験バスツアー」は、参加する子供達の調べ学習等に
寄与している。

取組目標
子どもへの働きかけ
○「こども金沢市史」等を活用した「ジュニアかなざわ検定」や「ふるさと体験バスツ
アー」を実施し、子供の歴史文化学習を推進する。
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環境整備
○青少年の交流拠点である長土塀青少年交流センターにおいて、子供の読書に関する活
動の場としての環境を整える。

５ 企業等

（１）書店・書店商業組合

役割
書店・書店商業組合は書籍の流通・販売を通して地域の文化を支え、文化の向上に寄与
する役割を担っている。子供の読書に関しても、家庭や学校などからの多種多様な書籍を
求める声に応えるとともに、良質な本を普及させることにも努め、子供の健全な育成に貢
献する。

現状・課題
子供の本専門店や大手書店では、数千冊の児童書を店頭に揃え、定期的におはなし会や
読み聞かせ会を行っている店舗もある。しかし、一般の書店の店頭に並ぶ児童書は、店舗
全体の書籍との比率では低い傾向がある。
営業活動で学校を訪問するときには、教職員や学校司書に出版情報を提供している。
また、店舗でおはなし会等の子供の読書関連イベントを行っているが、「子ども読書の日」

及び「こどもの読書週間」についての独自の取り組みはあまり行われていない。
新しいメディアの台頭の影響で、児童書の出版や流通の状況が変化してきている中で、子
供や子供を育てる家庭に読書の楽しさを提案できる店舗を整備していくことが課題である。

行動指針
大人の意識啓発
○広く子供の読書活動についての関心と理解を深め、子供の読書活動を推進するために、
児童書を扱うイベントや「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」の広報活動等を
行う。

子どもへの働きかけ
○おはなし会や読み聞かせの会を実施し、読書の楽しみと本を紹介する活動を行い、子
供が本や読書に興味を持つよう促す。

環境整備
○各書店の独自性を生かしながら児童書コーナーを充実させ、多種多様な本との出会い
の場をつくり、本を選べる環境づくりに努める。
○ベストセラーや新刊書のほか、親から子へ読み継いでいきたい本や定評のある本を常
備し、顧客の相談に応じられる店員を配置する。
○絶版となった良書については、オンデマンド版の出版情報や復刊情報を発信する。

現状・課題と第五次計画における取り組み
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連携協力
○学校、幼稚園、保育所（園）、認定こども園等の教職員に、児童書の出版情報を提供
する。
○金沢市図書館に、郷土関係資料の出版情報を提供する。
○優れた読書活動を行う団体を表彰する。
○金沢市が実施する３か月児健康診査会場での絵本の読み聞かせ等に協力する。
国際理解
○金沢市図書館や学校に、海外の児童書についての出版・流通情報を提供する。

（２）報道機関

役割
広く社会に向けて、子供の読書に関する情報を発信し、子供の読書活動に対する関心を
高めるうえで効果の高い働きをなす。また、社会が一体となって子供の読書活動を推し進
めていくうえで必要となる世論の醸成に大きな役割を果たす。

現状・課題
新聞社や放送局等報道機関は、児童図書の紹介記事や子供の読書に関わる情報を取材・
発信することで、市民の読書への興味関心を喚起している。また、読み聞かせ事業の実施
や絵本の原画展等のイベントに協力することで、読書活動の推進に取り組んでいる。

行動指針
大人の意識啓発
○新聞記事や放送を通し、広範囲の市民に子供の読書に関する情報の提供等を行い、市
民の意識啓発を図る。

子どもへの働きかけ
○子供が読書に対する興味を喚起するような魅力ある事業・イベントを実施する。
連携協力
○図書館や学校、各施設、子供の読書活動を支援する団体の活動やイベントを新聞記事
や放送により周知し、その活動を支援する。
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（３）一般企業等

役割
一般企業等は、社会貢献の一環や地域の一員として、子供の読書活動を直接的あるいは
間接的に支援する。
また、従業員に対して子供の読書活動の重要性を啓発するとともに、従業員が取り組む
読書活動を支援する。

現状・課題
一般企業等においては、企業等単独で、あるいは複数の企業等が加盟する団体を通じて、
学校や行政等に対し子供の本の寄附を行うなど、子供の読書活動に関わる支援を行ってい
る。また、従業員への研修、教育や福利厚生活動の中で、子供の読書活動に関わる啓発・
支援が望まれる。
しかし、一般企業等が行う社会貢献活動や従業員教育などの活動範囲は広く、子供の読
書活動の啓発・支援はそのひとつである。

行動指針
大人の意識啓発
○子供の読書活動の推進に関わる施設や団体などに対し、会社施設の開放や従業員によ
るボランティア活動やイベントの支援を行う。
○従業員教育等の中で、子供の読書への理解を深めるテーマを取り上げるとともに、従
業員が家庭内で行う読書活動の取り組みを支援する。

子どもへの働きかけ
○子供の読書に対する興味を喚起するような魅力ある事業・イベントを実施する。
環境整備
○子供の読書活動を行っている施設等が必要とする図書や設備等の整備のための寄附を
行う。

連携協力
○子供の読書活動を推進するボランティア団体などに対し、活動支援を行う。

現状・課題と第五次計画における取り組み
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「金沢子ども読書推進プラン 2024（第五次）」の具現化を積極的、効果的に進めていく
ためには、家庭、学校等、地域、行政、企業等の一体となった取り組みと、情報を共有し
お互いに協力しあう体制の確立が必要である。
このため、「金沢市子ども読書活動推進会議」において、各方面での取り組みの進捗状
況や実施結果について点検・評価を行うとともに各行動主体や読書関係団体との情報交換・
共有等を図り、連携強化とネットワークの形成を育み、より一層の子供読書活動の推進を
図る。

推進計画策定後のイメージ図

金沢子ども読書推進
プラン 2024（第五次）

点検・評価
金沢市子ども読書活動

推進会議
具体的な取り組み

「金沢子ども読書推進プラン2024（第五次）」
の推進体制と計画の点検・評価



30

令和５年 7 月 10 日　第１回金沢市子ども読書活動推進会議
令和５年 10月 6 日　第２回金沢市子ども読書活動推進会議
令和５年 11月 6 日　第３回金沢市子ども読書活動推進会議
令和５年 12月 21日～ 令和６年１月 19日

パブリックコメントの実施
令和６年 2 月 14 日　第４回金沢市子ども読書活動推進会議

金沢市子ども読書活動推進会議委員名簿
 （令和６年３月）

委員長　　　竪畑　政行　　　金沢こども読書研究会
委　員　　　臼井ゆかり　　　石川子ども文庫連絡会
　　　　　　岡野　絵美　　　金沢市社会福祉協議会保育部会保育士会
　　　　　　川畑　寛子　　　石川県私立幼稚園協会金沢支部
　　　　　　久保　拓也　　　金沢大学人間社会研究域学校教育系
　　　　　　忠田　麻里　　　金沢市児童館児童厚生員会
　　　　　　天村　一平　　　金沢市ＰＴＡ協議会
　　　　　　長田　博美　　　金沢市小学校長会
　　　　　　宮坂　　巌　　　金沢市中学校長会
　　　　　　吉本　隆史　　　金沢市放課後児童クラブ協議会

 （五十音順、敬称略）

「金沢子ども読書推進プラン2024（第五次）」
に関する審議経過
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金沢市子ども読書活動推進会議設置要綱
（目的及び設置）
第１条　「金沢子ども読書推進プラン」（以下「推進プラン」という。）に基づき、推進プ
ランを積極的、効果的に進め、子どもが読書に親しめる環境を作るために、金沢市子ど
も読書活動推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。
（審議事項）
第２条　推進会議は、子どもの読書活動に関する情報交換等を図るとともに、各方面での
取り組みの進捗状況や実施結果を報告し、子どもの読書活動の推進を協議する。
（委員会の組織）
第３条　委員会は、委員 10人以内で組織する。
２　委員は、次に掲げる者のうちから、金沢市教育委員会（以下「教育委員会」という。）
が委嘱する。
（１）子どもの読書活動に関する機関及び団体を代表する者
（２）子どもの育成に関し識見を有する者
（３）その他教育委員会が適当であると認める者
（任期）
第４条　委員の任期は、委嘱の日から２年とする。ただし、初回に限り平成 18 年３月
31日までとする。
２　委員に欠員が生じた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（委員長等）
第５条　推進会議に、委員長を置き、委員の互選によりこれを選任する。
２　委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。
３　委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。
（会議）
第６条　推進会議の会議は、委員長が必要に応じて招集し、委員長が議長となる。
（雑則）
第７条　この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、委員長が別
に定める。
　附　則
この要綱は、平成 16年 12月１日から施行する。
　附　則
この要綱は、平成 31年４月１日から施行する。
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子どもの読書活動の推進に関する法律
 【平成 13年法律第 154 号】
（目的）
第１条　この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地
方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な
事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に
推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。
（基本理念）
第２条　子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、
言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生
きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての
子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよ
う、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。
（国の責務）
第３条　国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書
活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。
（地方公共団体の責務）
第４条　地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情
を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。
（事業者の努力）
第５条　事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書
活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。
（保護者の役割）
第６条　父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に
積極的な役割を果たすものとする。
（関係機関等との連携強化）
第７条　国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施され
るよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制
の整備に努めるものとする。
（子ども読書活動推進基本計画）
第８条　政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図る
ため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本
計画」という。）を策定しなければならない。

２　政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報
告するとともに、公表しなければならない。
３　前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。

資　料
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（都道府県子ども読書活動推進計画等）
第９条　都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県
における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読
書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」
という。）を策定するよう努めなければならない。
２　市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定さ
れているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）
を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、
当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町
村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。
３　都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動
推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。
４　前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画
の変更について準用する。
（子ども読書の日）
第 10条　国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子
どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。
２　子ども読書の日は、四月二十三日とする。
３　国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努め
なければならない。
（財政上の措置等）
第 11条　国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため
必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。
　附　則
この法律は、公布の日から施行する。
○衆議院文部科学委員会における附帯決議
政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。
１　本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備
していくものであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。
２　民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活動の
推進に関する施策の確立とその具体化に努めること。
３　子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことができ
る環境づくりのため、学校図書館、公立図書館等の整備充実に努めること。
４　学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重すること。
５　子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判断に
基づき提供に努めるようにすること。
６　国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子どもの
参加については、その自主性を尊重すること。
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子どもの幸せと健やかな成長を図るための
社会の役割に関する条例（金沢子ども条例）

 【平成 13年 12月 19 日条例第 73号】
第１章　総則
（目的）
第１条　この条例は、子どもを取り巻く社会環境の変化に対応した新しい時代の子どもの
育成について、その基本理念、大人の責務、基本的な施策等を明らかにすることにより、
金沢コミュニティが一体となって子どもの育成に主体的にかかわっていく中で、次代を
担うすべての子どもの幸せと健やかな成長を図ることを目的とする。
（用語の意義）
第２条　この条例において「子ども」とは、おおむね 15歳未満の者をいう。
２　この条例において「金沢コミュニティ」とは、金沢を愛する心が育んできた住民相互
の高い連帯意識と福祉、環境、教育等のさまざまな分野にわたり相互に力を合わせて住
みよいまちづくりを進めてきた公私協働の土壌が培われた本市固有の地域社会をいう。
（基本理念）
第３条　子どもの育成は、金沢コミュニティを形成する家庭、地域、学校、企業、行政等
のすべてが、子どもの育成に責任を有することを認識し、その役割に応じて主体的に子
どもの育成にかかわっていくとともに、すべての子どもの幸せと健やかな成長を図ると
いう共通の目的の下に相互に連携し、及び協力して行われなければならない。
２　子どもの育成は、子どもの人格を尊重し、子どもが社会において保障されるべきさま
ざまな権利を有していることを認識するとともに、自ら考え、判断し、行動する力、健
やかで思いやりのある心、金沢を愛する心、社会の一員としての責任感及び世界に通ず
る広い視野と豊かな国際感覚を持つ子どもを育てることを基本として行われなければな
らない。
３　子どもの育成は、大人が、日常生活における大人の行動等が子どもに大きな影響を与
えることを認識し、一人ひとりが自らの行動等を省みながら、自らを律することにより
行われなければならない。

第２章　子どもの育成に関する大人の責務
（家庭の責務）
第４条　保護者は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、
子どもの行動及び人格の形成に最も大きな責任を負うことを自覚し、愛情を持って子ど
もに接するとともに、基本的な生活習慣や社会的な決まりを守る意識を子どもが身に付
けることができるようにしながら、子どもの健やかで豊かな人間性を育むよう努めるも
のとする。
２　保護者は、基本理念にのっとり、成長段階に応じて子どもとの適切な距離を保ちなが
ら、家庭内における意思の疎通を図るよう努めるものとする。

資　料
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（地域の責務）
第５条　地域の住民及び町会その他の地域関係団体（以下「地域の住民等」という。）は、
基本理念にのっとり、健やかな子どもの育成に地域の主体的なかかわりが果たす役割の
大切さを認識し、地域の住民等の高い連帯意識を生かし、又は培いながら、子どもの育
成のために相互に連携し、及び協力して、地域の伝統行事等への子どもの参加に関する
活動、ボランティア活動をはじめとする社会体験活動その他の地域における子どもの育
成に関する活動を積極的に推進するよう努めるものとする。
２　地域の住民等は、基本理念にのっとり、地域において子どもを見守り、かつ、子ども
への声かけ等を行うことを通して、子どもとのかかわりを深めるよう努めるとともに、
社会的な決まりに反し、又は他人に迷惑を及ぼすような子どもの行動に対しては、これ
を改めるよう注意と指導をするなど、地域全体としての取組を行うよう努めるものとす
る。
（学校等の責務）
第６条　幼稚園及び保育所は、基本理念にのっとり、集団の中での遊び等を通して、人間
としての基礎的な社会性を育み、子どもの心身の発達を助長するものとする。
２　小学校、中学校その他の義務教育諸学校は、基本理念にのっとり、集団生活を通して、
社会性、基礎学力、自ら学び、考える力等を子どもが心身の発達に応じて身に付けるこ
とができるようにするものとする。
（企業の責務）
第７条　企業（企業以外の事業活動を営むすべてのものを含む。以下同じ。）は、基本理
念にのっとり、子どもを育てる家庭と企業とのかかわりや子どもの豊かな社会性を育む
ことについての企業の役割の大切さを認識し、企業で働く保護者がその子どもとのかか
わりを深めることができるよう配慮するとともに、地域の住民等、学校等が行う職場体
験活動その他の子どもの育成に関する活動に協力するよう努めるものとする。
（市の責務）
第８条　市は、基本理念にのっとり、金沢コミュニティが一体となって子どもの育成を推
進するための施策を策定し、及び実施しなければならない。
２　市は、基本理念にのっとり、前項の規定により策定する施策に市民の意見を十分に反
映させるよう努めるとともに、その施策の実施に当たっては、市民の理解と協力を得る
よう努めなければならない。
３　市は、基本理念にのっとり、家庭、地域、学校、企業等における子どもの育成に関す
る取組について、相互の連携と協力が図られるよう総合的な調整を行うものとする。

第３章　子どもの育成に関する基本的な施策等
（子どもを育む行動計画の策定）
第９条　市は、子どもの育成に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、子ども
を育む行動計画（以下「行動計画」という。）を定めるものとする。
２　行動計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。
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（１）家庭教育の充実及び子どもの育成に関する家庭への支援等に関する事項
（２）子どもの育成に関する地域の活動への支援等に関する事項
（３）学校教育等の充実に関する事項
（４）子どもの育成への企業のかかわりの促進等に関する事項
（５）前各号に掲げるもののほか、子どもの育成を推進するために必要な事項
（子どもの自然体験活動等の充実等）
第 10条　市、地域の住民等、学校等は、子どもの自然体験活動、社会体験活動、国際交
流活動等の充実を図るとともに、これらの活動等を通して、年齢、世代、文化等を超え
た人と人との広い交流の機会を確保するよう努めるものとする。
（子どもの自主的な活動への支援等）
第 11条　市、地域の住民等、学校等は、スポーツ、科学、伝統文化等に関する子どもの
自主的な活動を支援するとともに、子どもの自主的な企画及び運営による活動が行われ
るための機会を確保するよう努めるものとする。
（子どもの健全育成事業）
第 12条　市は、子どもの健全な育成を図るための事業をより充実するとともに、子ども
の健全な日常活動の積極的な推進を図るため、子どもの国内及び国外への派遣研修、善
行表彰等の事業を実施するものとする。
（子どもに関する相談体制の充実等）
第 13条　市は、教育、福祉及び保健の分野における子どもに関する相談を行う市の機関
の密接な連携を図り、子どもの育成に係る総合的な相談体制の充実を図るものとする。
２　市は、子どもに関する相談を行う市以外の機関、市民団体等との連携を深めることに
より、虐待の防止、子どもの育成に係る相談体制の充実等に努めるものとする。
（金沢子ども週間）
第 14条　金沢コミュニティが一体となって子どもの育成を推進するため、金沢子ども週
間を次のように定める。

時期 趣旨

10 月の第２日曜日
からその直後の土曜
日までの７日間

家庭、地域等における子どもとのふれあいを通して、大人が子
どもに目を向け、共に話し合い、理解を深めるとともに、子ど
もの育成についての大人の役割の大切さを認識する。

第４章　子どもの育成についての推進体制
（金沢子どもを育む行動推進委員会）
第 15条　金沢コミュニティが一体となって子どもの育成を推進するため、金沢子どもを
育む行動推進委員会（以下「委員会」という。）を置く。
（委員会の任務）
第 16条　委員会は、行動計画に関する事項等について審議するとともに、この条例に基
づく施策を総合的に推進するために必要な事項について協議するものとする。

資　料
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（組織等）
第 17条　委員会は、委員 30人以内で組織する。
２　委員は、子どもの育成に関し識見を有する者、関係行政機関の職員及び本市の職員の
うちから、市長が委嘱し、又は任命する。
３　委員の任期は、２年とする。ただし、委員に欠員を生じた場合における補欠の委員の
任期は、前任者の残任期間とする。
４　委員会に、委員長を置き、委員の互選によりこれを選任する。
５　委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。
６　委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

第５章　雑則
（15歳以上 18歳未満の者についての配慮）
第 18 条　この条例の施行に当たっては、子どもから大人への成長過程にあるおおむね
15 歳以上 18 歳未満の者についても、その心身の発達に応じて高まる自立性が尊重さ
れながら、社会性、自ら考え、判断し、行動する力等の大人として必要な資質がさらに
育まれるよう、必要な配慮がなされるものとする。
（委任）
第 19条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長その他の執行機関が別に定める。

　附　則
１　この条例は、平成 14年１月１日から施行する。
２　次に掲げる条例は、廃止する。
（１）金沢市青少年問題協議会設置条例（昭和 37年条例第２号）
（２）金沢市児童健全育成事業条例（昭和 54年条例第１号）
３　金沢市の基金の設置及び管理に関する条例（昭和 39年条例第４号）の一部を次の
ように改正する。
　〔次のよう略〕
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